
 

 

 
 

「防災の日」にあたって～ 今一度、危機意識を高めましょう ～ 

暦の上では夏が過ぎたとはいえ、連日の酷暑に秋の気配はもう少し先になりそうです。 

今年は例年より２日早く２学期が始まり、教室に子ども達の賑やかな声が戻ってきました。

今学期は行事が目白押しですが、子ども達には自らの目標をもち、友達と切磋琢磨しなが

ら大きく成長してほしいと願っています。しばらくは厳しい残暑が続くことが予想されますので、

熱中症対策を徹底し、安全第一で教育活動を進めてまいります。  
 

さて、先日発生した熊本地震、千葉県での豪雨災害など、各地で相次ぐ自然災害により、

多くの方々が被災されています。ご家族やご親族、お知り合いの皆様の中にも、甚大な被害

を受けられた方や不安な日々を過ごされている方がおられるのではないでしょうか。被災され

た皆様に心よりお見舞いを申し上げますとともに、一日も早い復旧を切に願っております。  
 

９月１日は「防災の日」です。大正１２年９月１日に発生した関東大震災に由来し、

災害への備えや意識を高める日として定められています。本校におきましても、子

どもたちの尊い生命と安全を守ることを最優先に掲げ、避難訓練の実施や

非常時対応マニュアルの点検・更新などを通じて、防災体制のさらなる強

化に努めてまいります。また、日頃の学校生活の中で「自ら考え、判断し、

安全に行動する力」を育む防災教育を進めていく所存です。 

 
 

新しい形の伝統継承を目指して  

この夏も私は山口祇園祭に参加しました。神輿
み こ し

を担ぐの

も、早いもので今年で３回目となります。今年の宮野地区

の担当は「六角神輿」、商店街の交差点で三体の神輿が

集合し、同時に回転した後で頭上高く放り投げる雄姿に、

沿道から盛んな拍手が送られました。 

この祇園祭ですが、時代の変化とともに転換期を迎えています。かつては特定地区出身

の人々しか参加できなかったお祭りも、現在は市内から広く参加者を募集しています。地域

で働く方々や、地域社会の一員として共に暮らす外国人労働者の方々も大切な「担ぎ手

（人材）」として数多く参加し、肩を並べて神輿を支えておられます。  
 

日本の国技である相撲をはじめ、様々なスポーツ界においても外国出身の選手達が活躍

し、新たな活力を注ぎ込んで伝統を守り高めている姿は、皆様も目にされることと思います。

伝統とは、ただ過去の形を頑なに守るだけのものではありません。守るべき伝統の「魂」や歴

史の重みを受け継ぎながらも、時代に合わせて柔軟に担い手を広げ、多様な人々を受け入

れていく「改革」こそが、新しい形の伝統継承につながるのだと、神輿の重みを肩に感じなが

ら実感しました。                                              校長  古屋  伸浩  

～美しい心をもち夢に向かって進む子どもの育成～ 

 

令和８年９月１日 
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■理想の教育を実現するために… 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月の主な行事予定】 
２日（金）６年生修学旅行 ～３日（土） 

 ６日（火）小中合同あいさつ運動 

７日（水）就学時健康診断 

８日（木）１年生社会見学  

 ９日（金）芸術鑑賞「人形劇」 

１０日（土）宮野小キッズフェスタ 

１３日（月）振替休日 

２２日（木）人権参観日・講演会 

２９日（木）２年生社会見学 

【８・９月の主な行事予定】 

 8/２８日（金）始業式 

 ９/１日（火）給食開始・委員会 

７日（月）小中合同あいさつ運動 

９日（水）全校４校時授業 

１７日（木）５年生社会見学 

２４日（木）校納金口座振替日 

２９日（火）３年生社会見学 

３０日（水）ホタル放流 

 

CS（コミュニティ･スクール）コラム 

■夏季学習会～中学生先生大活躍～ 

７月２１日（火）～２２日（水）の２日間、３年生以上の希望者が

学習会に参加しました。小中連携の一環として、延べ６３名

もの中学生が優しく児童のサポートを行ってくれました。 

参加してくれた中学生の皆さんと調整していただいた

中学校の先生方、ご協力ありがとうございました。 

■小中合同学校運営協議会 

７月２９日(水)に宮野小中合同研修会を開催しました。

学校運営協議会委員と小中教職員合わせて６０名が一

堂に集い、小中一貫で推進する「主体的に学びに向かう

力」を班に分かれて協議しました。「やまぐち PRIDE」醸

成が求められる現在、小中連携により同じ目標に向かって

小中学生を育成することを共通理解した研修会でした。 

Ｑ：「先生は夏休みに何をしているの？」・・・この夏休みに行った研修の一部を紹介しましょう。 
 

●学校保健安全委員会  ●ＶＲ特別支援研修会  ●幼保小協議会    ●ＩＣＴスキルアップ研修    

●救急救命法講習会    ●各教科夏季研修会   ●市教育研究大会  ●異業種職場体験   
 

授業がない夏休みだからこそできる教育技術を磨く各種研修を行っています。また、宮野小の

教育を支える「教職員像」としては、次の３つを掲げております。 
 

○ 誇りと規範意識をもち、子どもに愛情をそそぐ教職員  

○ 学び続け、子どもとともに成長する教職員  

○ 宮野を愛し、子どものために保護者、地域とともに歩む教職員  

■暑さを吹き飛ばす、恒例の「肝試し」 

８月３０日(日)に、６年生を対象としたみやさぽ主催の

肝試しが小学校で行われました。校舎周辺を巡るコース

上で、人形や不気味な音楽、仮装したお化けたちが子ども

達を驚かします。高校生や県立大学ラクロス部のボランテ

ィアも仕掛け人役で参加してくれました。夜の校舎に響く

悲鳴や喚声・・・ゴールした子ども達の表情も様々でした。 

熱帯夜に少しだけ背筋が涼しくなったことでしょう。 


